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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて粢

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
中
学
校
武
道
必
修
化
も
本
年
４
月
で
４

年
目
を
迎
え
た
。

　

空
手
道
採
用
校
は
、
平
成
27
年
３
月
現
在
で
207
校
と
な
り
、
徐
々
に
増

加
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
町
外
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
福
島
県
内
の
中
学
校
で
、
仮
校
舎
と
い
う
厳
し
い
環
境
の
中
で
も
力
強

く
武
道
授
業
に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

ま
た
、空
手
道
情
報
誌
『
あ
ゆ
み
』
創
刊
の
意
義
と
そ
の
広
報
活
動
、『
空

手
道
指
導
の
手
引
』
の
改
訂
経
過
に
つ
い
て
ふ
れ
、
今
後
、
よ
り
採
用
校

を
増
や
す
た
め
の
検
証
を
行
い
た
い
。

　
　
中
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題
、
そ
の
対
策
　
空
手
道

日
下　

修
次

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
粢

１ ２ ３ ４ ５ ６現
状
と
事
例
紹
介

ま
と
め

課
題
と
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

中
学
校
授
業
の
た
め
の

空
手
道
情
報
誌『
あ
ゆ
み
』

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
フ
ラ
が
整
わ
な
く
て

も
で
き
る
空
手
道
授
業

　

中
学
校
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ

れ
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
武
道
授
業
が

始
ま
り
、
開
始
当
初
、
空
手
道
を
採
用

し
て
い
る
中
学
校
は
全
国
で
124
校
で
あ

っ
た
。
全
空
連
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

は
、
平
成
27
年
３
月
現
在
で
207
校
に
の

　

保
護
者
か
ら
み
れ
ば
、
安
全
で
、
経

済
的
な
負
担
が
な
い
こ
と
は
何
よ
り
の

こ
と
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
保
護
者
だ

け
で
は
な
く
、
指
導
す
る
側
の
体
育
教

師
に
と
っ
て
も
、
10
時
間
前
後
の
短
い

授
業
の
中
で
安
全
に
武
道
授
業
が
実
施

で
き
、
子
供
に
主
体
性
を
促
し
、
達
成

感
や
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
は
、伝
統
文
化「
武
道
」

を
体
験
さ
せ
、
礼
を
重
ん
じ
、
そ
の
内

容
と
形
式
を
学
び
、
相
手
を
尊
重
す
る

態
度
を
養
う
、
と
い
っ
た
武
道
の
目
的

を
達
成
で
き
る
こ
と
か
ら
、
教
育
現
場

で
指
導
す
る
教
師
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。

　

空
手
道
を
授
業
に
採
用
し
て
い
る
中

学
校
は
現
在
207
校
で
あ
る
が
、
連
盟
で

は
当
初
目
標
に
し
た
300
校
を
目
指
し
て

実
施
校
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６現
状
と
事
例
紹
介

ま
と
め

課
題
と
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

中
学
校
授
業
の
た
め
の

空
手
道
情
報
誌『
あ
ゆ
み
』

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

全
空
連
で
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化

に
合
わ
せ
て
空
手
道
情
報
誌
『
あ
ゆ

み
』
を
創
刊
し
た
。
武
道
が
中
学
校
の

教
科
体
育
の
必
修
科
目
と
な
り
、
た
い

へ
ん
喜
ば
し
い
反
面
、
こ
れ
は
大
変
だ

な
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は

「
空
手
道
」
に
対
す
る
根
拠
に
乏
し
い

「
誤
解
」
と
も
い
う
べ
き
一
般
社
会
の

印
象
で
あ
る
。
初
め
て
空
手
道
を
学
ぶ

女
子
中
学
生
に
授
業
前
の
印
象
を
聞
い

た
時
も
、
異
口
同
音
に
「
怖
そ
う
、
痛

そ
う
、
む
ず
か
し
そ
う
」
と
述
べ
て
い

る
。

　

ま
た
、
私
が
授
業
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
公
立
中
学
校
の
校
長
で
さ
え
、

「
試
し
割
り
用
の
板
と
か
瓦
も
必
要
で

す
ね
」
と
私
に
相
談
し
て
き
た
こ
と
を

思
う
と
、「
空
手
道
は
正
し
く
理
解
さ

れ
て
い
な
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
し

た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
日
本
武
道

協
議
会
の
９
つ
の
武
道
す
な
わ
ち
、
柔

道
、
剣
道
、
弓
道
、
相
撲
、
空
手
道
、

合
気
道
、
少
林
寺
拳
法
、
な
ぎ
な
た
、

銃
剣
道
の
中
で
空
手
道
が
最
も
誤
解
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
ん
な
思
い
の
中
、『
あ
ゆ
み
』
の

創
刊
は
誠
に
時
宜
を
得
た
企
画
で
あ
っ

た
。
こ
の
情
報
誌
を
通
し
て
誤
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
空
手
道
が
中
学
校

の
武
道
教
材
と
し
て
い
か
に
取
り
扱
い

ぼ
り
、
新
年
度
に
向
け
て
多
く
の
中
学

校
で
空
手
道
採
用
に
向
け
た
検
討
が
な

さ
れ
て
い
る
（
資
料
１　

平
成
26
年
度

空
手
道
授
業
実
施
中
学
校
一
覧
）。

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電

所
の
事
故
で
、
全
町
民
が
町
外
避
難
し

た
福
島
県
浪な
み

江え

町
立
浪
江
中
学
校
は
、

５
カ
月
後
、
二
本
松
市
の
廃
校
に
な
っ

た
針は
り

道み
ち

小
学
校
の
校
舎
で
授
業
を
再
開

し
た
。
400
人
い
た
生
徒
も
29
人
に
な
っ

て
い
た
。

　

浪
江
中
学
校
体
育
科
の
山
田
久
吉

教
諭
は
、「
武
道
は
柔
道
を
行
っ
て
い

公
益
財
団
法
人
全
日
本
空
手
道
連
盟
事
務
局
長

た
が
、
仮
校
舎
の
小
学
校
に
は
柔
道

場
（
畳
）
が
な
く
、
こ
れ
で
は
授
業
が

で
き
な
い
。
し
か
し
手
を
こ
ま
ね
い
て

い
る
時
で
は
な
く
、
授
業
を
遅
滞
さ
せ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
思
案
し
て

い
る
と
き
に
全
空
連
の
情
報
誌
『
あ
ゆ

み
』
が
浪
江
中
学
に
届
い
た
（『
あ
ゆ

み
』に
つ
い
て
は
後
述
）。
平
成
25
年
、

全
空
連
の
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会

に
参
加
し
、
そ
の
時
の
経
験
か
ら
、
狭

い
仮
校
舎
の
小
学
校
で
の
武
道
授
業
と

な
る
が
、
空
手
道
の
授
業
な
ら
で
き
る

と
考
え
た
。

　

山
田
教
諭
は
、
濱
名
新
一
校
長
に
相

談
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
空
手
道
の

授
業
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
自

身
も
再
び
、
平
成
26
年
８
月
、
第
５
回

全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
に
参
加
し

て
、
空
手
道
授
業
の
準
備
を
進
め
た
。

第
２
学
年
の
２
学
期
か
ら
始
ま
っ
た
授

業
に
は
、
福
島
県
や
宮
城
県
の
中
学
・

高
校
の
空
手
道
仲
間
が
駆
け
つ
け
、
支

援
・
協
力
を
得
た
。
仲
間
か
ら
の
指
導

助
言
を
受
け
な
が
ら
10
時
間
の
授
業
を

行
っ
た
。

　

10
月
18
日
、
平
成
26
年
度
秋
の
文
化

祭
で
あ
る
「
秋コ
ス

桜モ
ス

祭
」
で
、
第
２
学
年

の
発
表
と
し
て
空
手
道
授
業
の
成
果
を

発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
写
真
）。

８
人
の
生
徒
は
、
空
手
道
の
基
本
と
全

空
連
制
定
の
中
学
授
業
用
の
基
本
形
を

保
護
者
の
前
で
堂
々
と
演
武
し
、
そ
の

顔
に
は
充
実
感
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
ま

た
見
守
る
保
護
者
も
誇
ら
し
げ
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
空
手
道
は
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
フ
ラ
が
整
わ
な
い
状
態
で
も
授
業

が
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た
の
み
な
ら

ず
、
狭
い
場
所
で
も
授
業
が
実
施
で
き

る
こ
と
、
男
女
共
習
で
も
で
き
る
こ

と
、
一
般
体
育
授
業
の
服
装
で
も
で
き

る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
利
点
を
証
明
し

て
み
せ
た
。

福島県浪江中学校の秋桜祭での発表風景
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や
す
い
内
容
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
く
好
機
で
あ
る
。
実
際

に
授
業
に
採
用
し
て
い
る
中
学
校
を
取

材
し
、
空
手
道
の
授
業
を
受
け
る
中
学

生
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
は
じ
め
、

学
園
祭
や
体
育
祭
で
の
集
団
演
技
な
ど

の
発
表
を
終
え
、
達
成
感
に
あ
ふ
れ
た

多
く
の
顔
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
指
導

す
る
先
生
方
に
指
導
法
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
資
料
を
、
全
空
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
こ
の
こ
と
は
中
学
校
の
関
係

者
、
特
に
体
育
教
諭
に
「
空
手
道
を
や

っ
て
み
よ
う
」
と
思
い
た
く
な
る
情
報

を
惜
し
み
な
く
発
信
す
る
の
が
狙
い
で

あ
る
。
取
材
し
た
中
学
校
は
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
17
校
に
及
ん
だ
。
今
年
１

月
ま
で
に
11
号
を
発
刊
し
、
全
国
の
中

学
校
及
び
教
育
機
関
に
送
付
し
た
。

　

こ
の
情
報
誌
『
あ
ゆ
み
』
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
前
述
の
浪
江
中
を
は
じ

め
中
学
校
関
係
者
が
「
空
手
道
」
の
授

業
に
興
味
を
持
ち
、
全
国
空
手
道
指
導

者
研
修
会
・
学
校
空
手
道
実
技
指
導
者

講
習
会
に
参
加
し
て
授
業
採
用
に
こ
ぎ

つ
け
た
例
も
増
え
て
き
て
い
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６現
状
と
事
例
紹
介

ま
と
め

課
題
と
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

中
学
校
授
業
の
た
め
の

空
手
道
情
報
誌『
あ
ゆ
み
』

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
改
訂
に
あ
た

っ
て

　

全
日
本
空
手
道
連
盟
で
は
、
日
本
武

道
館
の
協
力
の
も
と
、
平
成
22
年
に 

『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
を
作
成
、
発

刊
し
た
。

　

空
手
道
を
通
し
て
技
と
心
を
修
練
す

る
こ
と
は
「
礼
」
と
「
節
」
の
精
神
を

基
盤
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
礼
」

と
は
、
人
を
敬
い
、
人
に
感
謝
し
、
社

会
秩
序
を
保
つ
理
念
で
あ
り
、「
節
」

と
は
、
善
悪
の
判
断
が
で
き
、
自
己
を

律
す
る
節
度
で
あ
る
。
こ
の
精
神
を
規

範
と
し
て
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

人
間
形
成
に
至
る
側
面
を
し
っ
か
り
と

支
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
空
手
道
の

特
性
や
ね
ら
い
、
指
導
計
画
や
学
習
指

導
の
展
開
、
礼
法
や
基
本
技
術
の
練
習

法
な
ど
を
ま
と
め
、
中
学
校
体
育
実
技

空
手
道
指
導
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た

め
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
う
。

　

こ
の
手
引
書
で
は
、
学
習
指
導
計
画

に
沿
っ
た
学
習
指
導
の
展
開
、
基
本
技

術
と
そ
の
練
習
法
を
中
学
校
の
体
育
科

教
諭
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
る
。

　

当
初
、
第
１
学
年
次
か
ら
第
３
学
年

次
ま
で
の
各
12
時
間
の
授
業
設
定
で
作

成
し
た
の
だ
が
、
中
学
に
よ
っ
て
は
、

通
年
１
単
位
時
間
（
年
間
35
時
間
）
の

空
手
道
授
業
を
実
施
す
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
初
版
の
指
導
の
手
引
で
は
対
応
で

き
な
い
部
分
が
出
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
手
引
の
改
訂
が
必
要
と
な

り
、
日
本
武
道
館
主
催
の
「
中
学
校
武

道
授
業（
空
手
道
）指
導
法
研
究
事
業
」

に
お
い
て
毎
年
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

平
成
26
年
９
月
６
日
・
７
日
に
行
わ
れ

た
「
中
学
校
武
道
授
業
（
空
手
道
）
指

導
法
研
究
事
業
」
で
は
、
現
場
の
教

員
、
外
部
指
導
者
の
声
を
聴
く
機
会
を

設
け
、
全
空
連
と
中
学
校
連
盟
で
組
織

さ
れ
て
い
る
委
員
と
と
も
に
熱
の
こ
も

っ
た
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
種
々
の
貴
重

な
結
論
を
得
た
。

　

主
な
も
の
を
以
下
に
示
す
。

①
「
立
ち
方
」
の
追
加
に
つ
い
て

　

初
版
の
手
引
に
は
立
ち
方
が
５
つ
例

示
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
年
間
12
時
間
前

県　名 中学校名 数
北海道 北広島市立広葉中学校 北広島市立西の里中学校 北広島市立陽香分校中学校 北広島市立西部中学校 北広島市立東部中学校

8
〃 北広島市立緑陽中学校 北広島市立大曲中学校 上川町立上川中学校

岩　手 北上市立北上中学校 私立盛岡白百合学園中学校 2
宮　城 石巻市立門脇中学校 仙台市立中田中学校 仙台市立大沢中学校 仙台市立愛宕中学校 仙台市立郡山中学校

7
〃 仙台市立桜ヶ丘中学校 仙台市立西山中学校

福　島 いわき市立石住中学校 浪江町立浪江中学校 石川町立沢田中学校 3
茨　城 取手市立取手第二中学校 1
群　馬 太田市立西中学校 1
埼　玉 川口市立岸川中学校 1
千　葉 私立麗澤中学校 1
東　京 私立八雲学園中学校 私立普連土学園中学校 私立東星学園中学校 私立和洋九段女子中学校 私立世田谷学園中学校

9
〃 練馬区立開進第三中学校 私立品川女学院中等部 練馬区立光が丘第三中学校 私立三田国際学園中学・高校（平成 27 年度より）

神奈川 私立神奈川学園中学校 私立清泉女学院中学校 私立捜真女学院中学校 私立横浜Ｆ女学院中学校 聖ステパノ学園中学校
8

〃 横浜富士見丘学園中等教育学校 函嶺白百合学園中学・高校 私立相洋中学校
新　潟 上越市立三和中学校 1
長　野 どんぐり向方学園中学校 阿南町立阿南第一中学校 2
富　山 私立片山学園中学校 1
静　岡 私立浜松開誠館中学校 1
三　重 私立セントジョセフ女子学園中学高校（平成 27 年度より） 1
京　都 私立華頂女子中学校 私立花園学園中学校 2
大　阪 私立浪速中学校 私立関西創価中学校 2
兵　庫 私立夙川学院中学校 私立愛徳学園中学校 2
和歌山 太地町立太地中学校 紀美野町立長谷毛原中学校 2
鳥取県 日野郡日野町立日野中学校 1
岡　山 真庭市立蒜山中学校 吉備高原希望中学校 2
広　島 私立如水館中学校 広島大学附属東雲中学校 2
山　口 光市立三井中学校 1
徳　島 上勝町立上勝中学校 三加茂中学校 2
福　岡 私立福岡女学院中学校 那珂川町立那珂川北中学校 福岡市立西福岡中学校 福岡市立香椎第２中学校 4
長　崎 佐々町立佐々中学校 1
熊　本 芦北町立佐敷中学校 芦北町立湯浦中学校 芦北町立大野中学校 芦北町立田浦中学校 私立マリスト学園中学校

7
〃 私立ルーテル学院中 文徳中学校・高等学校

大　分 豊後高田市立高田中学校 1
宮　崎 私立宮崎第一中学校 私立日向学院中学校 2
鹿児島 鹿児島市立坂元中学校 私立鹿児島第一中学校 2
沖　縄 （国頭地区） 19

〃 国頭中学校 大宜味中学校 東中学校 有銘中学校 今帰仁中学校
〃 上本部中学校 本部中学校 水納中学校 屋我地中学校 羽地中学校
〃 久志中学校 久辺中学校 東江中学校 大宮中学校 宜野座中学校
〃 金武中学校 伊江中学校 伊平屋中学校 野甫中学校
〃 （中頭地区） 34
〃 安富祖中学校 喜瀬武原中学校 恩納中学校 仲泊中学校 山田中学校
〃 石川中学校 伊波中学校 与勝中学校 与勝第二中学校 あげな中学校
〃 具志川中学校 髙江洲中学校 具志川東中学校 彩橋中学校 読谷村立読谷中学校
〃 読谷村立古堅中学校 嘉手納中学校 越来中学校 コザ中学校 山内中学校
〃 美里中学校 美東中学校 安慶田中学校 宮里中学校 北谷中学校
〃 桑江中学校 普天間中学校 嘉数中学校 真志喜中学校 宜野湾中学校
〃 北中城中学校 中城中学校 西原中学校 西原東中学校
〃 （那覇地区） 24
〃 浦添中学校 神森中学校 港川中学校 浦西中学校 安岡中学校
〃 首里中学校 真和志中学校 石田中学校 那覇中学校 上山中学校
〃 神原中学校 寄宮中学校 古蔵中学校 小禄中学校 松島中学校
〃 城北中学校 鏡原中学校 松城中学校 仲井真中学校 金城中学校
〃 石嶺中学校 南大東中学校 北大東中学校 私立沖縄尚学中学校
〃 （島尻地区） 24
〃 豊見城市立豊見城中学校 豊見城市立長嶺中学校 豊見城市立伊良波中学校 糸満市立兼城中学校 糸満市立糸満中学校
〃 糸満市立高嶺中学校 糸満市立三和中学校 糸満市立西崎中学校 糸満市立潮平中学校 八重瀬町立東風平中学校
〃 八重瀬町立具志頭中学校 南城市立玉城中学校 南城市立知念中学校 南城市立久高中学校 南城市立佐敷中学校
〃 南城市立大里中学校 与那原町立与那原中学校 南風原町立 南風原中学校 南風原町立南星中学校 渡嘉敷村立渡嘉敷中学校
〃 座間味村立阿嘉中学校 座間味村立慶留間中学校 粟国村立粟国中学校 渡名喜村立渡名喜中学校
〃 （宮古地区） 12
〃 宮古島市立平良中学校 宮古島市立北中学校 宮古島市立久松中学校 宮古島市立西辺中学校 宮古島市立西城中学校
〃 宮古島市立城辺中学校 宮古島市立福嶺中学校 宮古島市立下地中学校 宮古島市立上野中学校 宮古島市立佐良浜中学校
〃 宮古島市立伊良部中学校 多良間村立多良間中学校
〃 （八重山地区） 14
〃 石垣中学校 石垣第二中学校 川平中学校 白保中学校 大浜中学校
〃 富野中学校 崎枝中学校 小浜中学校 波照間中学校 大原中学校
〃 船浦中学校 鳩間中学校 与那国中学校 久部良中学校

計 207

資料１　平成 26年度　空手道授業実施中学校一覧

※沖縄県において平成 26 年度に空手道の授業を行った中学校は 154 校中 127 校（82.5％）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2015. 2. 18 全空連調べ）

空手道情報誌『あゆみ』
1月号では浪江中の空手道授業が特集されている
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて粢

後
の
授
業
で
あ
れ
ば
充
分
に
足
り
る
で

あ
ろ
う
と
の
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
が
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
１
単
位
時
間
、
空

手
道
の
授
業
を
実
施
す
る
中
学
も
出
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
立
ち
方
を
追
加
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
全
空
連
の
教
範

に
示
す
13
種
の
立
ち
方
を
例
示
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
全
空

連
の
基
本
形
ピ
ン
ア
ン
・
平
安
・
ゲ
キ

サ
イ
・
ナ
イ
フ
ァ
ン
チ
な
ど
の
形
を
導

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
基
本
形
の
追
加
に
つ
い
て

　

初
版
の
指
導
の
手
引
で
は
、
中
学
授

業
の
た
め
に
基
本
形
を
制
定
し
て
普
及

に
努
め
て
き
た
が
、
基
本
形
を
増
や
し

て
ほ
し
い
と
い
う
現
場
の
指
導
者
か
ら

の
要
望
も
あ
り
、
初
版
で
示
し
た
従
来

の
「
基
本
形
」
を
「
基
本
形
１
」
と

し
、
新
た
に
基
本
形
２
及
び
３
を
制
定

し
た
。

　

基
本
形
２
は
「
基
本
形
１
」
に
「
前

蹴
り
」
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
基
本

形
３
は
基
本
形
１
、
２
と
も
に
突
き
の

動
作
は
順
突
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

基
本
形
３
は
逆
突
き
に
よ
る
移
動
の
形

を
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
約
束
組
手
の
導
入
に
つ
い
て

　

自
由
組
手
へ
の
段
階
的
導
入
と
し

て
、
ま
ず
中
学
授
業
用
の
約
束
組
手
を

創
作
し
、
２
年
次
ま
た
は
３
年
次
の
授

業
、
あ
る
い
は
授
業
実
施
時
間
の
多
い

学
校
に
お
い
て
活
用
し
も
ら
え
ば
生
徒

の
意
欲
、
関
心
が
高
ま
る
も
の
と
考

え
、
中
学
連
盟
の
委
員
と
と
も
に
全
空

連
で
創
作
し
た
。
約
束
組
手
も
団
体
形

と
同
様
、
出
来
栄
え
を
競
い
、
約
束
組

手
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
段
階
的

に
自
由
組
手
へ
発
展
さ
せ
る
。
そ
の
た

め
の
第
一
段
階
で
あ
る
。
基
本
技
術
が

身
に
つ
い
て
い
れ
ば
誰
で
も
で
き
、
健

康
安
全
に
配
慮
し
た
約
束
組
手
１
か
ら

８
が
完
成
し
た
。

　

こ
う
し
て
新
た
に
「
基
本
形
２
」「
基

本
形
３
」
及
び
約
束
組
手
を
加
え
、
再

び
日
本
武
道
館
の
協
力
を
得
て
、
平
成

27
年
４
月
改
訂
版
『
空
手
道
指
導
の
手

引
』
が
発
行
と
な
っ
た
。
今
後
、
全
国

の
中
学
約
１
万
４
０
０
校
に
贈
呈
す

る
。

　

さ
ら
に
採
用
校
を
増
や
す
た
め
に

は
、
授
業
の
成
果
と
し
て
、
全
空
連
の

公
認
級
位
審
査
を
体
験
さ
せ
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
審
査
会
の
緊
張
感
、
合

格
の
喜
び
を
味
わ
わ
せ
る
。
中
学
校
３

カ
年
間
の
空
手
道
授
業
に
よ
っ
て
公
認

一
級
取
得
を
目
指
す
。
授
業
時
間
数
に

よ
っ
て
は
公
認
初
段
の
受
審
機
会
を
与

え
る
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

全
空
連
公
認
の
級
位
審
査
の
受
審
内

容
や
時
期
に
つ
い
て
は
更
に
研
究
し
、

次
の
機
会
に
提
言
し
た
い
。

１ ２ ３ ４ ５ ６現
状
と
事
例
紹
介

ま
と
め

課
題
と
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

中
学
校
授
業
の
た
め
の

空
手
道
情
報
誌『
あ
ゆ
み
』

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

全
空
連
で
は
、
日
本
武
道
館
の
共
催

を
得
て
毎
年
８
月
、
中
学
校
・
高
等
学

校
の
体
育
教
師
お
よ
び
外
部
指
導
者
を

対
象
に
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
を

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
月
に
文
部
科
学
省
と
共
催

で
空
手
道
技
術
の
習
得
、
授
業
指
導

法
、
安
全
教
育
の
講
習
会
を
各
地
区
で

行
っ
て
い
る
。
昨
今
の
傾
向
と
し
て
中

学
校
の
体
育
教
師
の
参
加
が
増
え
て
お

り
、
現
場
で
空
手
道
授
業
採
用
を
真
剣

に
考
え
て
い
る
こ
と
が
受
講
す
る
教
員

の
熱
気
か
ら
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
研
修
会
、
講
習
会
に
参
加
し

た
中
学
校
教
師
か
ら
は
、「
他
の
武
道

も
指
導
し
て
い
る
が
、
空
手
道
は
予
想

し
て
い
た
よ
り
、
は
る
か
に
安
全
性
が

高
く
、
授
業
の
時
間
内
で
基
本
や
形
が

覚
え
ら
れ
る
。
団
体
形
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
は
、
生
徒
が
非
常
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
の
で
（
指
導
者
と
し
て
）
や
り
が

い
が
あ
る
」
と
い
う
感
想
を
多
く
い
た

だ
き
、
中
学
武
道
必
修
化
の
中
で
空
手

道
が
安
全
で
楽
し
く
取
り
扱
い
や
す
い

内
容
で
あ
る
こ
と
へ
の
自
信
を
深
め
て

い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
空
手
道
授
業
採
用
校

が
増
加
と
な
る
よ
う
諸
活
動
に
取
り
組

み
た
い
。

（
写
真
提
供
）

㈱
チ
ャ
ン
プ　

戸
口
有
莉

『空手道指導の手引』
平成 27年 4月 20日改訂版発行

新たに追加された基本形３
第 19・20 挙動（逆突き）

約束組手１

右中段順突き→左中段払い―右中段逆突き


